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邦
菟
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岩
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ラ
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含
有
量
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報
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7

R

H
良

一
､

緒

言

(1
)

(り])

(ec)

岩
石
の
ラ
デ
タ
ム
含
有
量
は
古
-
ス

ト

ラ

ッ
ト
､
,ジ

ヨ

リ
ー
其
他
に
依
っ
て
測
定
さ
れ
'
最
妃
で

は
≠
〝
ヌ
ワ

-

本
邦
北
柏
岩
の
ラ
ヂ
ウ
ム
合
有
敦

三

二
一



地

球

妨
二
十
二
懇

節

t
蚊

真

二
ニ

(

4
)

ス､
ビ

ゼ
ッ
ト
等
の
研
究
が
有
名
が
'
束
だ
iJ2
本
の
岩
石
に
就
で
は
経
も
事
を
着
け
て
居
な
い
様
で
あ
る
｡
優
者
披

本
邦
岩
石
の
放
射
能
研
究
を
企
閣
し
.
漸
-
数
ヶ
所
の
荘
園
岩
其
他
は
就
き
測
定
敏
行
ふ
罫
を
碍
光
か
ら
､
苗
に
其

概
略
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
.

二
､
測
定
原
理
の
大
要

岩
石
に
含
恐
れ
て
ゐ
る
タ
デ
ク
ム
の
畳
は
通
常
贋
畳
に
し
て

一
兆
分
の
1
輝
度
で
あ
る
.
此
微
量
の
ラ
デ
ク
ム
も

其
特
性

(壊
慶
性
と
放
射
性
)
を
利
用
す
れ
ば
可
を
ケ
精
密
に
定
量
し
縛
る
｡
測
定
の
方
法
は
タ
デ
ク
ム
龍
は
其
壊

酵
生
成
物
か
ら
磯
す
る
放
射
線
を
直
接
利
用
す
る
も
の
と
'
ラ
デ
ク
ふ
と
放
射
能
的
平
衡
は
在
る
ラ
ド
ン
を
ラ
ヂ
ク

ム
か
む
分
離
L
y
.
ラ
ド
ン
淀
に
其
壊
嘩
生
成
物
の
量
す
る
放
射
能
を
測
定
す
る
方
法
と
で
あ
る
｡
筆
者
の
行
っ
た

の
は
後
者
の
中
p
ラ
ド
ン
を
水
溶
液
か
ら
駆
逐
し
て
其
電
離
作
用
を
測
定
し
.
之
よ
旦
刀
の
ラ
デ
ク
ム
の
畳
を
計
算

す
る
方
法
で
あ
る
｡

ラ
デ
ク
ム
は
温
度
p
魔
力
其
他
の
外
囲
の
怯
件
如
何
に
拘
ら
ず

一
定
の
速
度
を
以
て
自
ら
崩
壊
し
て
フ
ド
ン
を
生

成
す
る
｡
ラ
ド
ン
は
更
に
崩
壊
し
て
ラ
デ
ク
ム
A
は
在
る
｡今

一
定
量
の
ラ
デ
ク
ム
が
壊
礎
す
る
状
態
を
考

へ
る
と
､

ラ
ヂ
ク
ム
か
ら
生
成
さ
れ
る
ラ
ド
ン
が
次
第
に
蓄
積
し
て
其
畳
が
多
-
成
る
と
共
に
'
其
れ
が
更
に
崩
壊
す
る
畳
も

槍
加
も
.
濠
に
或
時
間
の
後
に
は
畢
位
時
間
に
生
成
さ
れ
る
ラ
ド
ン
の
原
子
数
と
崩
壊
す
る
悦
子
数
と
が
等
し
-
夜

･･a
平
衡
張
憩
に
連
す
る
｡
此
場
合
の
j
ド
ン
の
原
子
激
を
N｡､

最
初
か
ら

t
時
間
後
に
存
在
す
る
原
子
数
h
IN
で
表

せ
ば
次
の
式
が
成
立
す
る
｡



N
-
N
oI
N
oe
t̂t

(
1

)

苗
に
r<
は
ラ
ド
ン
の
壊
塵
恒
数
と
栴
す
る
も
の
で
.
七
を
秒
単
位
で
表
せ
ば
t
A-
2
･0
9
7
×
1
0
.6
で
あ
る
.
此
場

各
最
初
存
在
し
琴
フ
デ
ク
ム
の
原
子
数
は
勿
論
崩
壊
に
依
て
減
少
す
る
の
で
あ
る
が
､
タ
デ
ク
ふ
と
ラ
ド
ン
が
平
衡

に
連
す
る
如

き
短

い
時
間
に
封
し
て
は
貸
際
上
無
税
し
縛
る
の
ゼ
あ
る
｡
何
と
な
ら
ば
或

一
定
量
の
ラ
デ
ク
ム
が
崩

2 41 6 8 10 12 14･16 18 202之2412628 30
→ 8

第一同 ラドン生成曲線
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m
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号
'-
･ノ

電
場

申

%

ー

本
邦
花
柄
岩

の
ラ
ヂ
ウ

･1
合
有
盈

壊
し
て
草
城
す
る
に
約

山
千
六
有
年
を
宴
す
る
故
で
あ
る
｡
第
十
周
は

(
1

)

式
よ
み
計
算
し
た
る
ラ
ド
ン
蓄
積
の
状
態
を
不
す
曲
線
で
あ
る
?
;

之
に
依
て
平
衡
以
前
の
任
意
樽
刻
に
於
け
る
ラ
ド

ン
畳
を
測
混
し
て
.

平
衡
畳
を
貸
出
し
得
る
藤
で
あ
る
?

測
定
に
際
し
て
は
溶
接
中
よ
き
淋
膝
に
依
っ
て
握
超
さ
れ
た
プ
ド
ン

は
電
離
槽
は
入
力
､
順
次
壊
鍵
し
て
フ
ヂ
ク
ム
A
t
タ
デ
ク
･ム
3
'
タ

デ
ク
ム
C
等
を
生
ず
る
.
之
に
件
払
ラ
ド
ン
及
此
等
の
量
す
る
金
放
射

能
は
次
第
に
増
大
し
て
電
離
槽
は
収
容
後
約
三
時
間
に
し
て
極
大
解
題

L
t
爾
後
約

l
時
間
の
過
渡
的
卒
衝
を
保
っ
て
其
後
は
漸
蓋
の
傾
向
を

示
す
｡
測
定
は
通
常
乙
の
平
衡
時
に
行
う
カ
｡

三
､

試

料

の

準

備

測
定
に
供
す
べ
き
岩
石
の
約
百
充
を
蛾
遡
及
び
喝
瑠
裂
孔
勝
を
用
以

ニ三

三
二



鰐
二
十
二
番

節

1
班

議

二
田

一
-

-

I

て
微
細
の
粉
末
と
為
し
'

此
十
瓦
に
勤
し
で
蘭
水
炭
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
三
十
二
元
の
割
各
に
混
和
し
た
も
の
を
白
金
相

場
中
に
て
熔
融
す
る
｡
斯
-
L
y
碍
光
融
塊
は
冷
却
復
水

に
て
充
分
崩
壊
せ
し
め
魔
酸
を
加

へ
て
溶
解
し
.
蒸
聴
乾

固
せ
し
め
て
捷
酸
む
不
溶
解
性
と
為
し
､
之
を
波
過
は
依

遭

っ
て
除
去
す
る
｡

一
鰭
の
試
料
増
は
十
亮
の
試
料
に
相
蓉

装

す
る
波
紋
を
収
容
し

1
億
煮
沸
し
て
フ
ド
-ソ

敬
重
部
追
払

定

出
し
た
る
後
密
封
し
て
後
の
測
定
は
備

へ
る
O
除
去
せ
る

第二固 測

珪
酸
撃
フ
デ
ク
ム
塵
が
汚
免
し
居
る
欄
あ
ら
ば
'
之
を
沸

化
水
素
酸
で
虞
増
し
て
稗
た
る
磯
涯
を
酸
に
溶
解
し
て
初

め
の
汲
液
に
加

へ
る
｡
欽
…し
乍
ら
三
回
の
賓
倣
結
果
よ
占

推
せ
ば
此
必
要
は
無
い
横
で
あ
る
.
右
は
概
逃
し
た
方
法

(5)

(6)

は
ス
ト
ラ
ッ
ト
.
ジ
ョ
ブ
-
等
の
拭
料
溶
液
調
製
法
を
聾

者
が
多
少
改
良
し
た
79
の
で
あ
る
｡

四
､
測

定

さ装

麗

測
定
装
置
の
主
要
部
は
電
離
槽
'
槍
電
界
'
ラ
ド
ン
集



溜
喝
は
み
成
っ
て
居
る
｡
第
二
問
は
某
等
の
排
列
を
示
す
も
の
で
あ
る
.

間
中
S
は
試
料
を
容
れ
た
ブ
ラ
ス
n
で
.
活
栓
を
附
も
た
ゴ
ム
管
で
ラ
ド
ン
集
溜
喝
R
に
連
結
さ
れ
て
居
る
｡
R

は
容
量

二
.
五
立
の
倒
立
フ
ラ
ス
コ
で
G
在
る
活
栓
を
具
へ
ね
管
を
有
し
て
居
る
｡
之
は
三
路
活
栓
F
は
依
-

1

.1什

方
は
濃
硫
酸
を
容
れ
光
秀
斯
洗
源
頓
A
を
経
で
戸
外
の
重
来
に
通
じ
.
他
方
は
塵
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充
し
た
U
字
管

D
を
鮭

で電
離
糟
Ⅰ
に
通
じ
て
居
る
｡
電
離
槽
は
金
箔
戯
電
器
E
と
直
結
n
れ
､
中
央
電
極
は
戯
電
器
の
静
電
部
と

電
気
的
に
連
結
さ
れ
て
ゐ
る
｡
H
は
沸
騰
水
を
容
れ
カ
大
フ
ラ
ス
コ
で
三
路
悟
栓
.
手
働
鞘
B
等
の
操
作
に
よ
卓
R
.

中
に
熱
水
を
充
蒲
せ
し
め
縛
る
藤
ほ
し
で
あ
る
｡

五
､
測

.定

操

作

白
銑
州漏
電
度
の
測
党

元
衣
検
電
器
は
電
離
槽
内
に
ラ
ド
ン
を
収
容
せ
ざ
る
場
合
に
於
で
79
幾
分
か
の
所
謂
自
然

漏
電
を
為
す
も
の
で
あ
る
｡
之
は
金
箔
片
を
含
む
帯
電
性
を
支
挿
せ
る
絶
縁
物
の
衷
犀
及
び
内
部
を
敏
少
を
電
流
の

通
過
す
る
馬
'
叉
基
未
申
に
自
然
に
存
在
せ
る
イ
オ
ン
､
放
射
性
物
質
或
は
宇
宙
線
に
基
-
電
離
作
用
等
の
外
､
任

用
を
重
ね
た
電
離
相
で
は
槽
壁
に
残
存
せ
る
放
射
性
沈
澱
物
の
影
響
等
で
あ
る
｡
従
っ
て
フ
ド
ン
を
稚
内
に
収
容
し

て
測
定
し
た
箔
片
の
降
下
速
度
か
ら
.
自
然
漏
電
の
影
響
む
取
去
つ
ね
も
の
が
試
料
の
毒
す
る
放
射
能
に
相
皆
す
る

評
で
あ
る
.
自
然
漏
電
の
測
定
は
試
料
の
放
射
能
測
定
の
直
前
に
其
都
度
行
つ
ね
｡
其
れ
に
は
新
鮮
在
る
集
束
を
乾

燥
器
を
通
じ
て
電
離
糟
は
発
し
て
測
定
し
た
｡
通
常
約

一
時
間
飴
で
安
際
的
ほ

1
定
と
在
る
故
に
共
時
の
値
を
採
用
'

本
部
北
揃
山方

のラ
ヂ
サ
ム
合
有
丑

)
還

二
革

し
た
?



地

.
球

‥

節
二
十
二
各

節
一
統

二
六

二
六

I
/
.
T

弓
ド
ン
を
電
馳
槽
に
移
す
穐
作

先
づ
ラ
ド

ン
基
溜
喝
R
に
Ⅱ
中
の
沸
騰
水
を
遮
み
込
み
.
S
を
熟
し
沸
騰
せ
し

め
て
溶
牧
草
よ
-
フ
ド
ン
を
追
出
し
之
を
含
め
る
重
来
及
び
水
蒸
気
七
以
て
R
尊
の
熱
水
と
置
換
す
る
｡
芯
に
熱
水

を
周
以
ね
の
は
ラ
ド
ン
の
溶
解
度
を
在
る
F.(
-
小
は
す
る
馬
で
あ
る
｡
次

に
R
中
は
集
溜
rb
れ
光
束
鰭
を
汲
め
排
乗

せ
る
電
離
槽
内

へ
乾
性
碁
D
を
通
じ
て
吸
込
ま
せ
る
｡
之
に
随
払
R
丙
の
水
面
は
漸
次
上
昇
し
て
藩
に
球
状
部
を
重

く
充
す
打
到
れ
ば
直
iftに
G
を
田
F

.
以
下
鯨
連
の
操
作
を
反
覆
し
た
D
二
回
日
以
後
は
R
内
外
の
願
力
差
を
利
用

し
て
新
鮮
在
る
峯
束
を
其
中
に
導
き
､t
以
て
電
離
糟
内
-へ
の
ラ
ガ
ン
収
容
を
有
数
怒
ら
し
め
た
｡
通
常
四
回
此
操
作

を
反
覆
し
最
後
に
電
離
槽
が
一
乗
恩
に
達
す
る
迄
暴
発
を
通
じ
て
E3内
其
他
通
路
に
機
番
せ
ん
と
す
る
ラ
ド
ン
を
各

部
収
容
し
た
.
.
1

電
離
度
の
測
党

電
離
槽
は
収
容
n
れ
考
フ
ド
心
は
其
壊
鼻
生
成
物
と
共
に
各
々
固
有
の
放
射
線
を
磯
し
て
槽
内

の
客
気
を
衝
突
電
離
せ
し
め
る
.
糟
内
の
軒
央
電
線
は
前
以
て
甫
電
魔
は
静
電
せ
し
め
y
あ
る
の
で
相
生
と
の
問
は

形
成
さ
れ
て
ゐ
る
電
場
内
を
イ
オ
ン
は
運
動
計
起
し
.
弦
に
中
豊

鞄
極
と
柑
壁
間
に
電
離
電
流
が
流
れ
る
｡
従
っ
て

電
極
は
漸
次
荷
電
を
失
S
､
此
電
魔
降
下
は
金
絡
片
玖
肝
ぎ
の
減
少
i
j成
っ
て
衷
は
れ
る
0
故
は
其
速
度
を
以
て
放

射
能
の
強
n
む
比
較
す
る
尺
度
と
為
し
縛
る
の
で
あ
る
｡
賓
際
に
は
蘭
取
顕
微
鏡
の
内
部
に
集
散
せ
る
目
盛
計
金
箔

片
の
先
端
に
附
し
た
微
細
夜
指
示
繊
維
の
像
が
通
過
す
る
速
度
を
測
定
す
る
｡

普
通
試
料
は
調
製
後

一.ヶ
月
以
上
静
置
し
て
フ
ド
ン
と
タ
デ
タ
ム
が
中
衛
し
た
場
各
に
測
定
し
た
が
.
時
に
は
其

以
前
に
測
定
し
て
(
1
)式
よ
-
平
衡
時
の
ラ
ザ
ン

畳
む
計
算
し
た
｡
ー

L
験
電
器
の
恒
数
放
免

ラ
ヂ
サ
ム
合
有
畳
の
醜
知
老
省
溶
牧
か
ら
卒
衛
は
在
る
ラ
ド
ン
を
糞
沸
陀
依
て
駆
逐
し
.



之
を
電
離
槽
は
収
容
し
て
約
三
時
間
後
に
金
箔
片
の
降
下
速
皮
を
蘭
取
る
｡
之
に
依
雲
単
位
降
下
速
度
が
蔑
何
畳

切

ラ
ド
ン
'
従
っ
て
ーフ
ヂ
ク
ム
ほ
相
督
す
る
か
ゞ
知
れ
る
｡
使
用
し
ね
戯
電
器
で
は
毎
分

1
日
盛
の
降
下
速
度
は
タ
デ

ク
ム
2
4
.66
×
10･11
完
に
祁
皆
す
る
革
が
賓
測
に
ょ
っ
て
判
明
し
た
｡

此
恒
数
決
定
に
収
用
し
琴

フ
デ
ク
ム
樺
準
溶
牧
は
'
理
化
聾
研
究
所
内
飯
盛
研
究
室
に
て
調
製
せ
ら
れ
た
る
も
の

を
測
定
の
都
合
上

一
噂
約
五
宵
立
方
糎
の
溶
液
中
に
ラ
デ
ク
ム
7
･

39x
L0.11
克
宛
む
含
む
如
-
'
充
分
任
意
し
て

柿
輝
せ
る
･C
の
で
あ
る
｡
恒
数
決
定
の
結
果
を
表
示
す
れ
ば
次
の
通
で
あ
る
.

第

一

嚢

標
準
溶
液
の
脊
髄

漏
電
皮
(
測
定
値
)

日
蝕
漏
電
皮

標
準
溶
液
に
基
-
漏
電
庶

Ⅴ
;
I:1

0
､三
1
七

〇
､
〇
二
〇

〇
､二
九
七

T⊥Ⅴ
〇
､三
二
四

〇､〇
二
三

〇
'
三
〇

一

T⊥T⊥Ⅴ
〇
､三
二
1

0､〇
二
〇

〇'三
〇

一

此
結
果
は
相
皆
に
よ
-

l
致
し
て
居
る
か
ら
其
平
均
倍
を
取
る
と
､
漏
電
度
毎
分

○
'
三
〇
〇
月
感
が
タ
デ
ク
ム

7

-

39
X
tO.11
充
は
柵
皆
す
る
革
と
在
る
｡
而
し
て
之
よ
卓
前
に
馨
げ
乃
勝
電
器
恒
数
を
碍
カ
の
で
あ
る
｡

化
嬰
薬
品
の
放
射
能

岩
石
を
熔
離
し
て
完
蚤
に
溶
液
と
為
す
迄
に
使
用
し
た
炭
酸
曹
達
'
盛
酸
等
も
時
と
す
る

と
不
純
物
の
為
は
倣
錫
を
放
射
髄
を
量
す
る
革
が
あ
る
｡
従
っ
て
岩
石
の
み
の
放
射
髄
を
求
ひ
る
為
に
は
之
を
顧
慮

す
る
必
要
が
あ
る
｡
然
し
乍
ら
賓
瀞
の
結
基
此
等
の
量
す
る
放
射
能
は
賓
倣
誤
差
の
範
囲
内
で
無
親
し
樽
る
状
態
で

本
邦
北
糊
岩
の
ラ
ヂ
ウ
ム
合
有
盈

毛

二
七



地

球

あ
る
轟
が
列
つ
ね
.

節
二
十
二
番

節

一
舵

天

二
八

六

､
測

定

の

結

果

産
地
を
異
に
す
る
七
筒
の
花
尚
岩
'
二
歯
の
脈
岩
淀
に
褐
廉
石
の
ラ
ヂ
ク
ム
含
有
量
を
測
定
し
た
結
果
を
第
二
表

に
掲
げ
る
.
測
定
億
と
し
て
牽
げ
ね
数
倍
は
同

1
の
試
料
か
ら
調
製
し
た
相
異
る
溶
液
に
就
て
得
た
も
の
で
岩
石
首

高
庇
中
の
含
有
量
を
施
畢
位
で
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
｡
此
中
蛙
斑
岩
の
熔
融
に
は
特
は
試
料
の
五
倍
畳
の
融
剤
を

第二表 ラデクム含有量

使
用
し
た
｡
又
褐
熊
石
の
試
料

溶
液
は
田
久
保
助
教
授
の
調
製

せ
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
の

で
此
磯
骨
は
厚
-
同
氏
は
戚
謝

す
る
次
第
で
あ
る
｡

七
､
二
三
の
考
察

以
上
の
如

き
僅
少
な
る
材
料

を
以
て
何
等
か
の
結
論
を
下
す

事
は
正
に
暴
虎
掲
河
の
報
せ
免

れ
夜

い
が
､
唯
二
三
乗
付

い
ね



期
にこ
枕
て
l::.=
放

し
LJ
い
と
‖
心
ふ
O

多
色
性
卓

と
ラ
ヂ
ウ
ム
含
有
量

側
近
に
供
し
た
仙〃
ポ
申
､
∩
川
'
八
木
'
1-r
人
'
釜
11
姥
の
花
･3
g岩
を
抑
徹
鋸

み
LLt

あて
は
ま

F

Iこ
雌
ふ

に

黙
ti､1'相
中
に
叶
な

み
多
数
の
多
色
性
=MT
h
.認

め
た

.
之
に
反
し

庵

i
C

t
i
:=
･.･椛
J

席
の
花
細
山か
に
は
非
常
に

･
壷

=l
牢

･∵

節 =4_ lElli
);･:抑(･F船井郡八木産花局kf.'-の;T;I+fi'
I:Jll'に於ける多色化難,料ll-円一ト

ィ.･Y･O

柿
で
あ
っ
た
｡

二
.(佃

･4

花
関
川が
中
の
Eti雲
仙

は
令

-

新

郎

を
批

P
,'

概
ね
抜
泥
不
に

縫
じ
分
解

甚だ
し
-

惜
令
多
色
性
=iS
が
杉

和
し
た
と
し
で
も
到

底
之
を
明
に
認
め
柑

二ヽ

第 四 囲

);fqlfJIT3JH産経Fiu●川)の.T<Fli'位に
於ける多色化軌 的甘四十倍｡

覆

い
｡
而
し
て
測
定
の
結
鵜
を
見
る
と
タ
デ
ク
ム
分
布
=:北
は
葺
･,ILS
t
庵
的
花
尚
岩
に
茄
も
少
-
､
白
川
等
は
其
二
倍

に
近
-
､
三
和
等
は
進
に
多

い
｡

耕
し
三
朝
の
花
樋
岩
も
多
色
牲
:端
を
和
す
る
も
L
l記
の
印
由
で
桝
か
な
ら
ざ
る
も

の
と
考

へ
る
と
'
少
-
と
も
試
験
に
伏
し
火
花
尚
岩
に
於
で
は
､
深
長
相
中
の
多
色
性
目

端
の
多
少
が
其
偶
成
せ
る
岩

石
の
.ソ
デ
ク
ム
含
廿
=加
と
密
は
L･j
る
幽
係
を
和
す
る
如
-
‖
心
は
れ
る
｡
軌
嬉
し
LJ
多
色
性
‖lIこ
の
代
決
的
家
例
を
節
三

岡
節
四
旧
に
端
げ
る
O

草
花
尚
岩
と
悼
斑
岩
の
ラ
ヂ
ウ
ム
含
有
長

歌
材
は
滋
都
輔
の
来
北
部

n
川
附
妃
の
深
雲
付
花
岡
山か
城
中
よ
-
採

+

邦
花
仙
川心
の
ラ
ヂ
ウ

ふ
(･=
和
瓜

克

二
九



地

球

節
二
十
二
容

歩

一
班

三〇

三
〇

韮
し
た
｡
此
両
積
の
脈
岩
は

B
T6g
g
er

筏
の
所
謂
補
岩
の
陶
係
は
在
る
が
､
其
ラ
デ
ク
ム
含
有
量
は
第
二
衰
よ
与

明
か
在
る
如
く
'
恨
み
は
其
単
純
平
均
値
を
と
っ
て
見
る
と
其
地
の
荘
園
岩
の
も
の
よ
カ
79
亀
に
少
い
.
光
も
詳
し

i
言
へ
ば
爾
脈
岩
の
迷
入
量
も
考
慮

す

べ
き

で
あ

る
が
.

之
は
試
材
が

必
ず

し

も
成
分
的
に
厳
密
を

C
o
n
･

P

l
e

m
entary

の
幽
係
に
在
つ
ね
と
は
限
ら
ず
'
叉

1
両
に
は
白
川
荘
掃
岩
に
は
褐
廉
石
が
相
骨
に
存
在
す
る
等
の

事
情
と
銅
聯
し
て
荷
よ
-
攻
究
す
べ

き
事
項
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
｡
喉
笛
に
佳
意
す
べ

き
は
牛
花
園
岩
が
蛙
鍾
岩
o

四
倍
に
近
い
含
有
量
堅
不
し
て
ゐ
る
事
で
あ
っ
て

酸
性
の
火
成
岩
琴
フ
デ
ク
ム
含
有
量
が
大
で
あ
る
と
科
さ
れ
て

ゐ
る
革
質
と
封
照
し
て
甚
だ
興
味
あ
る
結
果

で
あ
る
.

(7)

他
著
者
の
結
果
と
の
比
戟

ス
ト
ラ
ッ
ト
が
測
定
し
た
廿
八
種
の
岩
石
中
'
花
園
岩
の
み
十
種
を
深
み
其
タ
デ
ク

ム
含
有
量
の
平
均
を
求
ひ
る
と
岩
石

1
亮
中
2
.8
0
X
L
O

.ll.
亮
と
成
白
､
其
中
に
は
イ
ン
で
プ
ン
ド
､
.ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
'

エ
ジ
ブ
J･､
ケ
ー
プ
ラ

ン
ド
等
各
地
の
も
の
を
含
み
､
最
大

4
.7
8
×
t
O
.i.2
(
ロ
ー
ダ
シ

ャ
産
)

よ
-
最
小

父E･E

0
.

36
×
10
･
12
(
ラ
ム
島
産
)
に
亙
っ
て
居
る
｡

又
ホ
ル

ム
ス
が

一
般
酸
性
岩
の
ラ
デ
ク
ム
含
有
量
と
し
て
記
戴
す
る
所

に
依
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
O

測
定
者

試
料
数

ホ

ル

ム
ス
其
他

四

1

I,,h
ヨ
リ
ー

八
六

ラ
ヂ
ウ
ム
平
均
含
有
量

2
.5
1
×
1
0

⊥
柑

3

.01
×
1
0
-
1ほ

ジ
ヨ
リ
ー
の
癖
典
は
常
に
他
の
人
の
測
定
よ
カ
過
大
の
億
を
ボ
す
傾
向
が
あ

る

の
で
'

着
の
横
に
笹
別
し
て
表

(9)

示
し
て
あ
る
｡
又
ジ
ヨ
リ
ー
が
六
十
三
種
の
花
尚
岩
の
等
量
混
合
物
に
就
き
測
定
し
た
倍
は

2
,7

×
L
O
.1
.1

で
あ
っ



(1
)

ね
｡
ピ
ゴ
ツ
ト
が
測
定
し
た
北
米
東
海
岸
地
方
の
岩
石
十
八
種
申
花
闘
岩
の
み
十
三
種
の
平

均

を

作

る
と

1
,4
0

×
1
0
⊥

-

と
な
る
.
此
中
破
が
示
し
て
ゐ
る
如
-
特
に
放
射
能
錬
物
を
伴
ふ
二
者
を
除

い
て
計
算
す
れ
ば
'
十

一
種

(ll
)

の
平
均
は
)
.0
0
×
1
0

.1
･
JU
成
る
｡
霜
に
少
し
注
意
を
加

へ
て
置

き
庇

い
轟
は
ピ
ゴ
ツ
ト
が
後

に
ハヮ
イ
諸
島
の
熔

0
0
0

岩
と
此
校
す
る
場
合
に
'
十
六
種
の
荘

閲

岩
の
ラ
デ
ク
ム
平
均
含
有
量
i
JL
で

0
.9
×
10
･1-｡
在
る
倍
を
畢
げ
で
居
る

が
p
之
は
前
記
の
十
八
夜
中
他
と
か
け
離
れ
て
大
な
る
放
射
慌
堅

不
す
所
の
花
園
岩
二
を
除

い
た
凍
み
で
､
此
中
に

(1
)

は
賓
際
は
斑
掘
岩
二
､
雲
母
片
岩
二
七片
麻
岩

1
が
含
ま
れ
て
居
る
の
で
､
英
軍
は
彼
の
原
論
文
か
ら
明
白
で
あ
る
｡

従
っ
て
之
を
以
て
花
闇
岩
に
封
す
る
平
均
値
と
す
る
事
は
正
に
誤
-
と
言
は
ね
ば
怒
ら
覆

い
｡
地
球
に
於
け
る
放
射

(1
)

性
元
素
の
分
布
に
鏑
す
る
種
々
の
偶
数
を
吟
味
す
る
に
督
っ
て
ク
ヰ
リ
ス
も
亦
右
の
革
質
を
誤

っ
て
引
用
し
て
居

る
○翻
っ
て
第
二
表
に
列
車
し
た
本
邦
産
岩
石
中
､
荘
梅
岩
七
種
の
ラ
ヂ
ク
ム
含
有
量
の
平
均
は
1
,

60
×
)0.1B
と
い

ふ
結
果
に
成
る
｡
而
て
敢
小
値
は
庵
治
花
園
岩
の

017
6

×
)0.1相
で
最
大
借
は
三
朝
塵
の
2
.
3
8
X
tOJ
tZ
で
あ
る
｡

測
定
に
供
し
た
岩
石
は
前
述
の
如
-
'
其
多
-
は
多
量
の
多
色
性
畳
を
有
す
る
も
の
で
あ
身
'
又
着
の
平
均
値
の
中

に
は
況
泉
の
張
力
孜
放
射
能
を
以
て
著
名
在
る
三
朝
の
花
閣
岩
も
含
ま
れ
て
居
る
｡
此
等
の
事
を
考
慮
に
入
れ
J
ば
､

着
の
値
が
本
邦
各
地
の
花
岡
岩
ラ
ヂ
ク
ム
含
有
畳
の
敗
軍
均
よ
み
79
著
し
-
小
在
る
事
を
漁
想
す
る
の
は
無
理
の
横

は
瓜
は
れ
る
.
従
っ
て
本
邦
の
載
棉
岩
金
健
と
し
て
は
'
ピ
ゴ
ツ
ト
の
平
均
億
は
近
-
､
其
他
の
測
定
者
の
平
均
値

よ
-T
79
多
少
と
も
小
夜
る
卒
均
含
有
糞
を
有
す
る
の
で
は
無
か
ら
う
か
と
推
測
n
れ
る
｡
勿
論
之
は
金
-
の
推
測
に

過
ぎ
ず
､
今
後
新
し
さ
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
待
っ
て
明
か
は
n
る
べ
き
も
の
で
あ
る
O

本
邦
花
絹
岩
の
ラ
ヂ
ウ

ム
含
有
盈

≡

l三



地

減

節
二
十
二
食

餌

1
班

至

三
二

終
に
臨
み
'
本
研
究
の
輔
絡
む
輿

へ
ら
れ
､
恕
切
な
る
御
指
導
を
賜
-
つ
ゝ
あ
る
於
山
教
授
に
厚
-
威
謝
の
意
を

衷
す
る
次
第
で
あ
る
･｡
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